
2023年

時 期 １年Ａ巡 単元 実習 教科名

2023.4.1

総時限 １６時限 石井

必要時限 １６時限 後藤

　指導教員の実務経験 該当 非該当

自動車整備科・一級自動車工学科・

自動車整備スポーツメカニクス科
授業計画

エンジン１（計測器取扱）

科 目 自動車整備
教科書等

持参品

　３級/２級ガソリンエンジン自動車
発行日

　基礎自動車整備作業

　日産４級整備テキスト　エンジン編

　①エンジンの構成部品、名称、構造、作動が理解出来る。

教科担当
　実習ノート

　自動車整備士として、エンジン整備の実務経験がある教員によりエンジンの分解、組立、点検等について指導する。

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

　①エンジンの構成、部品名称、構造、作動を理解する。

　②一般工具の取り扱い、習熟する。

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

  　　整備科、ＳＰＭ科　６０点以上で合格、工学科　７０点以上で合格。

　②４ストローク１サイクルガソリンエンジンの作動が理解出来る。

　③エンジン整備の実務において、１番シリンダ圧縮上死点の意味が理解出来るようになる。

　④一般工具、特殊工具の使い方が理解でき、適切に使用できるようになる。

　学習評価（期末試験での主な試験項目）

　１）履修試験での学習評価　　筆記試験１００点にて総合評価する。

  ２）出題試験項目

　　１．筆記試験

　　　①４サイクルエンジンの作動。

　　　②エンジン各部、ＳＳＴ、計測器の名称。　　　　　　 　　 

　　　③エンジン分解組付け時の注意事項。　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　

　準備学習

　事前に次回の授業内容範囲を予習して、テキストを読んでおき、授業内容や質問事項等を学習する。

　実習ノートをもとに、各装置の名称、役割、目的を事前に調べてまとめておく。



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 　３Ｇ８３型エンジン 11

2 　エンジンスタンド 11

3 　パーツスタンド 10

4 　作業台（小） 10

5 　ピストンリングコンプレッサ 11

6 　ピストンリングエキスパンダ 11

7 　バルブスプリングコンプレッサ 11

8 　４サイクルエンジンの作動説明。/座学 　シリンダヘッドボルトレンチ 11

9 　部品名称確認、エンジン組立時の注意事項説明。 　カムスプロケットレンチ 11

10 　エンジン組立 　フライホイールストッパ 11

11 　エンジン組立 　オイルフィルタレンチ 11

12 　エンジン組立 　アングルゲージ 11

13 　エンジン組立 　トルクレンチ(23Nm） 11

14 　エンジン組立 　トルクレンチ(46Nm） 11

15 　エンジン組立 　トルクレンチ(130Nm） 11

16 　３G８３用アタッチメント 11

　チェーンブロック 2

　エンジンハンガー 11

　エンジンスリンガー 11s

　エアガン 11

　エアホース

　保守用防錆油

　オイラー 11

　マグネットハンド 11

　2級ガソリン　エンジン編 各１

　3級ガソリン　エンジン編 各１

　基礎自動車整備演習 各１

　日産4級テキストエンジン編 各１

　実習ノート 各１

　エンジン分解

自動車整備科・一級自動車工学科

自動車整備スポーツメカニクス科
2023年 授業計画

１年Ａ巡 実習 エンジン１（計測器取扱）

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

　実習導入、実習概要説明、エンジンスタンドの取り扱い。

　外装部品の確認、エンジン分解時の注意事項説明。

　エンジン分解

　期末試験。

　エンジン分解

　エンジン分解

　エンジン分解


